
令和２年度 競技 記

時間 録

# 時４０分 キックオフ 観衆 者

晴 強 人 良好 主審 副審

曇 風 弱 工 不良 A1

雨 無 芝 泥沼 A2

0 4

1 2

先 先

○ × ○ ×

選 手 名 選 手 名

分 2 12 ＧＫ ＧＫ 1 3 HT 分

分 2 20 ＤＦ ＤＦ 2 2 分

分 1 1 9 ＤＦ ＤＦ 3 2 1 分

分 3 2 ＤＦ ＤＦ 4 2 * 2 分

分 3 15 ＤＦ ＤＦ 5 1 HT 分

分 * 2 2 18 ＭＦ ＭＦ 7 3 分

分 3 14 ＭＦ ＭＦ 8 2 1 1 52 分

分 1 1 10 ＭＦ ＦＷ 9 3 * 1 HT 分

分 1 11 ＭＦ ＭＦ 15 2 2 HT 分

分 2 1 ＦＷ ＦＷ 6 1 * 4 * 2 分

分 1 2 16 ＦＷ ＭＦ 11 2 * 3 分

番 分 1 21 ＧＫ ＧＫ 12 2 分 1 番

番 分 1 7 ＤＦ ＤＦ 10 3 分 8 番

番 分 1 13 ＤＦ ＤＦ 13 3 * 2 分 5 番

番 分 2 5 ＤＦ ＤＦ 19 3 分 番

番 分 2 3 ＭＦ ＭＦ 16 3 分 15 番

番 分 1 19 ＭＦ ＭＦ 17 2 1 分 9 番

番 分 1 17 ＭＦ ＭＦ 20 2 分 番

番 分 3 4 ＦＷ ＦＷ 14 3 分 番

番 分 3 8 ＦＷ ＦＷ 18 3 分 番

小計 合計 合計 小計

番 延後延前後半前半 前半後半延前延後 番

分 4 # Ｇ Ｋ 1 5 分

分 1 0 Ｃ Ｋ 6 2 分

分 0 0 直接 ＦＫ 1 0 分

分 4 0 間接 ＦＫ 1 1 分

分 0 0 Ｐ Ｋ 0 0 分

5 分 分 分

7 分 分 分

25 分 分 分

32 分 分 分

60 分 分 分

61 分 分 分

67 分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

（ ） （ ）

大阪高体連サッカー部 会場責任者 主審サイン

公 式 記 録
中岡　左津記 藤川　真也

会
場 南津守

天
候

状
態

審
判

第４の審判員

大
会
名

７０分 兼光　紗花

大阪高校総合体育大会〈女子の部〉
3回戦 第2試合 令和2年9月19日 (日)

藤川　真也　氏 松浦　咲希　氏

神田　桃花　氏

交代

時間 時間

kick off

星 翔 高等学校 後半 追 手 門 学 院 高等学校

【チーム名】 kick off

1

前半

6

【チーム名】

背番号 背番号

PK戦

村田　裕香 齋藤　美祐季

学
　
年

シュート（得点者は＊印）

交代
延長後半 延長前半 後半 前半 前半 後半 延長前半

シュート（得点者は＊印）
学
　
年

背
番
号

位置
背
番
号 延長後半

井田　杏 森　早苗

江後　真愛 石川　真愛永

脇坂　琉静 堤　楓花

日髙　琴音 島野　杏梨

吉田　歩香 徳弘　海羽

田中　菜乃果 小堀　奈緒

交代

選手 選手

大田　樹 三浦　めぐ

福田　和実 山下　妃華

宮崎　サブリナ 草水　胡桃

中村　千尋 西尾　今日子
グローリー　ジェイナ 大内　理桜菜

大垣　胡桃 吉川　渚

交代 福田　樹里愛 太田　凪砂

福田　咲季 中内　花咲

本田　真帆 余根田　彩香

八尾　芽衣 黒松　りぼん

宮本　愛心 竹内　しずく

森尾　いぶき 梶　遙夏

田中　美羽 冨江　満帆

警・退 時間 氏　　名 事由 合計

5 0 5

チーム合計 合計 警・退 時間 氏　　名 事由

20 14 6シュート数

1 8

18 6

4 2

0 1

得
　
点

時間 チーム 得点者 アシスト 時間 チーム 得点者

0 0

アシスト 時間 チーム 得点者 アシスト

追手門学院 小堀　奈緒 徳弘　海羽

追手門学院 太田　凪砂 堤　楓花

追手門学院 三浦　めぐ 堤　楓花

追手門学院 草水　胡桃

追手門学院 草水　胡桃

追手門学院 吉川　渚 石川　真愛永

星翔 江後　真愛

　両チームのシステムはともに１-４-４-２。星翔は守備ラインを自陣に置き、追手門にできるだけ侵入されないように守備ブロックを作る。
追手門は前半5分CKのこぼれ球を④が反応し早い段階で先制点を奪う。星翔はその後も最終ラインを自陣にとり守備ブロックの形成を行う
が、ファーストDFの決定がされず前線との守備ラインの距離が間延びし、なかなかボールを奪えない。対する追手門はFW⑪太田、⑥草水2
人を起点に両サイドハーフ⑧堤、⑮山下がうまく関わり多彩な攻撃を繰り広げ、星翔の守備をかいくぐり多くのチャンスを生み出す。10分に
CKで追加点、その後も2点を奪い前半を折り返す。後半に入り、星翔は前線からの守備に切り替え、相手自陣でボールを奪うことが増えチャ
ンスを作り出す。また、自陣からマイボールを大事に繋ぐ意識も高かった。追手門は後半に入りメンバー変更を行うが、前半のようなチャン
スはなかったものの、後半25分に追加点。32分に⑦のクロスから⑬がうまくあわせて6点目を奪う。後半勢いのあった星翔も意地を見せ⑱
江後がドリブルシュートで1点を奪い返すも、6－1で追手門が勝ちベスト4進出を決めた。惜しくも負けた星翔高校は最後まで諦めず戦い抜
いた。もう少し後半のようなプレスがかかればチャンスをものにできたはず。今後に期待したい。追手門は決勝リーグでも持ち前の攻撃力を
存分に発揮してもらいたい。

戦評者氏名 大 阪 桐 蔭 勤務先又は所属　 安 田 真 季

交 代 要 員交 代 要 員


